
【 防災訓練 】

　　　防災サイレンを合図に、非常持ち出し品を持参し、近所に声掛けして一時避難所（各区公園）に避難しましょう。

【 一時避難場所への訓練  】

　 　10月27日（日） 安芸灘付近を震源とする震度6強の地震が発生し、あさひが丘団地内の家屋が

倒壊し、多くの負傷者が発生。避難勧告が発令された。　という想定で訓練が開始されました。

　午前9時 防災サイレンを吹鳴、広島市行政防災無線による呼びかけを合図に、各区が定めた

一時避難場所（各区公園）に隣近所の住民に声かけして避難。

　今年は、各区が作成した防災マップを活用し、非常持ち出し品、避難経路など確認しての避難

訓練。この訓練で一時避難場所へ、合計 1,400人以上（1区～18区）の団地住民が避難しました。



近所同士が声かけあって一時避難場所目指して避難開始 　　非常持ち出し品をリュックに収めて避難

　　一時避難場所に到着 　　　　　防災マップで情報交換

一時避難場所へ全員集合（ 互いの無事を確認一安心 ）

　　　 一時避難場所に集合後、情報収集班長（各区会長）による講評、反省？



【 防災体験訓練 】

　一時避難場所への避難訓練後、午前10時より、会場をあさひが丘近隣公園に移して体験訓練を実施。

  防災を身近に感じる格好の機会として、　担架づくり体験、簡易ベッドづくり体験、ＡＥＤ体験、

バケツ消火リレー、初期消火器訓練、煙部屋体験、起震車による地震体験、ロープ結束体験、防災クイズ、

女性消防団による防災寸劇など、見て、触れて、実際に体験し防災意識をたかめる貴重な体験をしました。

　今回の防災訓練・体験訓練によりあさひが丘住民の絆をより一層強固なものにすることができました。

　この防災体験訓練は、安佐北区役所、安佐北消防署警防課、安佐北消防署安佐出張所、

安佐北消防団日浦分団、安佐北消防団女性消防隊、広島市防災士ネットワーク、広島県防災教育振興会

の皆様のご協力のもと開催出来ましたことに感謝し、厚くお礼申し上げます。

防災体験訓練開会式

　　安佐北消防署　警防課長補佐による 　担架づくり、ＡＥＤ体験は、関心も高く多くの人だかり

　　体験訓練の内容、注意事項の説明

　　ＡＥＤ　消防署員の模範演技 　　　　ＡＥＤ  消防署員の指導のもと真剣な実施訓練



　　　防災クイズ　頭をひねって考え中 防災クイズの採点・・・よくできました

　　起震車による震度7の地震体験（どこまで耐えれるかな） 起震車前で地震体験を待つ参加住民長蛇の列

　　参加住民によるバケツ消火リレー 最後の人は火元めがけて　エイ・・・・・

ロープ結束訓練 何べん聞いてもうまいこといかんのー



　　ミニ消防車体験（大きくなったら消防士になりたい） 　　　ひろピー、みみちゃんは子供たちの人気者

　女性消防団隊長による防災寸劇開始のあいさつ 　　　　防災寸劇（避難勧告はレベル何番かな・・）

防災寸劇・・・ひろピーとみみちゃんは、大活躍の主役


